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議  事  録 
 

業務件名 須崎市公共下水道施設等運営事業 

日  時 令和 7 年 2 月 26 日（水） 自 13：30 ～ 至 15：00 

出 

席 

者 

須崎市上下水道課 2 名 

須崎市環境未来課 2 名 

（株）クリンパートナーズ須崎（以下 CPS） 5 名 

 

打合せ場所 須崎市役所 記録作成者 CPS 

資
料 

・令和 7 年 1 月度すさき家パートナー会議資料（CPS） 

 

打合せ事項、対策・合意事項等 

令和 7 年 1 月度すさき家パートナー会議 

 

1.出席者を確認した。 

 

2.今月のセルフモニタリングのチェック項番について 

・セルフモニタリング会議で確認したチェックリスト項番を確認した。 

 

3.経営に関する業務 

・1 月度の財務状況を報告した。 

・法令順守、情報公開に関して、特に問題が無いことを確認した。 

・毎月報告している感染症対策は CPS 社内で習慣化されたこともあり、次年度以降からは報告を 

省略することを確認した。 

 

4.汚水管渠 

・当月は、日降水量 100mm 以上の降雨は発生しなかったため、大雨後の巡視は行わなかった。 

・14 人孔の巡視・点検を行った。経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡 

視を行っていく。156(S337)の受枠について、多量発錆による破損が確認された。 

・156(S337)の蓋取換を推奨する。修繕推奨項目リストに追加したことを確認した。 

 

5.雨水管渠 

・当月は圧力マンホール 9 人孔、圧力マンホール以外 8 人孔の巡視、点検を行った。 

・経年劣化が見られる箇所が数か所あり、今後も引き続き点検、巡視を行っていく。当月対象箇所 

は道路状況が悪く、今後も道路状況についても巡視点検を行うことを確認した。 

              （次項へ続く） 
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打合せ事項、対策・合意事項等 

・修繕推奨項目リストは、前月から変更なし。 

・当月巡視、点検箇所は幹線であり、口径も大きいため、引き続き道路状況も含めて注視すること 

 を確認した。 

 

6.終末処理場 

・16 日、電気保安協会による全停電試験が実施されたことを確認した。 

・16 日の 15 時頃に中央操作室のデータロガパソコンの画面にハードディスクエラーの表示を発見 

した。診断の結果、パソコン本体の更新を要する状況となった。パソコンが更新されるまでに数 

ヶ月間を要する可能性がある。なお、このトラブルによる水処理施設の運転への直接の影響はな 

 いことを確認した。 

 

7.クリーンセンター横浪 

・16 日、プラスチック減容機自動立ち上げ時に「ホッパーゲート閉端不良」が発生した。シ－ケン 

サー、リミットスイッチ及びリレーの目視確認を行ったが原因が分からず、メーカーに問い合わ 

せ中である。 

・17 日、前日と同様、プラスチック減容機自動立ち上げ時に「ホッパーゲート閉端不良」が発生し、 

制御盤内のリレーの振り替えを行って経過を確認した。（CR-7、CR-8 → CR-3、CR-4） 

・31 日、再度、プラスチック減容機に「ホッパーゲート閉端不良」が発生したため、全てのリレー 

（17 箇所）を交換した。 

・最終処分場の未収集ごみの分別作業開始（3 月末まで） 

・破砕機ラインの基幹改良工事中 

・浸出処理水について、15 日、点検時に汚水計量槽から第一混和槽へ処理原水がうまく送水されず、 

多くが返送状態となっていた。一部配管を取り外して配管内部の清掃を実施したが、床面内の埋 

設部分の閉塞が生じていたことから解消に至らず、水処理を中止した。 

・20 日、施工業者によって汚水計量槽処理水側の配管閉塞修繕が実施され、閉塞部が復旧したこと 

から水処理を再開した。 

 

8.漁業集落排水処理施設 

・5 施設の対象施設のうち戸島を除く 4 地区は 1 月 11 日及び 23 日、戸島地区は 23 日に保守点検 

 を実施した。 

・3 月点検時に、中ノ島地区の調整ポンプ槽№2 ポンプの絶縁抵抗値が一時的に低下した。10 月点 

検時にも再度低下したことから継続で状況を注視している。（0.2MΩを下回れば運転停止の可能 

性あり。） 

 

9.雨水ポンプ場 

・1 月は保守点検の結果、特に問題は生じていないことを確認した。 

 

10. その他連絡事項 

・次回すさき家パートナー会議は R7 年 3 月 24 日開催予定とする。 

 （次項へ続く） 
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打合せ事項、対策・合意事項等 

・埋立地未破砕ゴミの埋立作業については、第二期要求水準書のとおり、基幹改良工事終了（3 月 14 

 日予定）に伴い作業終了とすることとしていたが、完成検査終了後の 24 日頃まで処理を再開で 

きないため、それまでは作業を継続することとする。基幹改良工事完了後の未破砕ゴミの埋立作 

 業については今後の状況を踏まえながら検討することとする。 

・基幹改良工事は性能検査をもって完了となる。 

・破砕機稼働再開に伴い、不燃ごみ破砕後の選別精度の確認を行う。（特に選定後の可燃物） 

・浸出水処理施設の 2 階部分トイレの漏水は、修繕の予定が立っていないので当面は別トイレで対 

 応する。 

・南国市最終処分場の見学を 2 月 14 日に行った。選別作業は南国市が人手を掛けており、クリー 

 ンセンター横浪での作業と変わらなかった。埋立作業について南国市の手法を確認することがで 

 き、数年に１度、ホイールローラーを使用した埋立地の転圧を実施しているなど、南国市で得ら 

 れた情報等を共有した。 

・埋立量の減量化については、破砕機通過後に分別される可燃ごみの処理を外部委託できないかと 

 市へ提案した。搬入されたゴミを可燃ゴミに選別し、外部委託することで埋立量が 6 割程度にな 

 ると推定される。市から過去に住友大阪セメントへの搬出を検討したことがあり、不純物の混入 

 により受け取りを断られたとのこと。今後も引き続き双方で減容化へ向けて検討する。 

 

                                         以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


